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筆者は 2011 年 6 月に台湾大学名誉教授齊邦媛(せいほうえん、Chi Pang-yuan:1924－ )の自伝『巨
流河』（作品社）を、2012 年 7 月に大陸の女性作家林白（りんはく、Lin Bai:1958－ ）の『一個人
的戦争』（邦題『たったひとりの戦争』勉誠社）を翻訳出版した。そして 2012 年 11 月には神戸大学
で行われた「戦争と女性」と題するシンポジウム（1）でこれらに関して基調講演を行う機会をもった。
本論は両翻訳書のために筆者が書いたあとがき、解説とシンポジウムの講演原稿を基に再構築したも









































































7 月 17 日には出版元の天下遠見出版が新刊書出版記念の茶話会を開催。あらかじめ予定していた 2






9 月 14 日には、台湾で文化関係としては最高の栄誉とされる第 5 回「総統文化賞」の「文芸賞」





跡見学園女子大学文学部紀要 第 48 号 2013 
 
うなこともあったらしい。11 月 23 日から 27 日まで、前述した王徳威の論文が『中国時報』に連載
された。本人から原稿を送られた柯慶明は、「これは『巨流河』についても最もすばらしい批評で、
二世代で肝胆相照らし合っている。さすが君は齊先生の『知音』だ」と賞賛の返事を書いたという。 
柯慶明の日記では、12 月 20 日に北京三聯書店から出版する話が出てくるが、それが実現し、簡体
字版が出版されたのは 2010 年 10 月だ。同年 11 月 4 日の『聯合報』の記事によれば、表紙の名前だ
けは本人の繁体字（旧体字）の署名で通したという。また、主として国民党と共産党の問題に関わる





























































卒業後、南寧（作品中の N 市に該当）にある広西図書館に配属になり、その後 85 年（正式には 87
5











 さて、この間の中国の状況を見ると、彼女の生まれる前年の 1957 年には反右派闘争の運動が展開
され、彼女の父親も打撃を被った。1958 年その年は大躍進運動が行われ、農村は集団化されて、人
民公社――生産大隊――生産隊という構図になり、それは林白が農村体験をしていた 1970 年代も続






































文と宋慶齢』風濤社、2003）等々だ。台湾においては、40 年近く続いてきた戒厳令が 1987 年に解
除された後、歴史や価値観の見直しが行われた中で女性作家がめざましい活躍ぶりを見せているが、
フェミニズム作家として日本でもよく知られている李昂（1952－ ）が『夫殺し』（邦訳、藤井省三、
1993 年、JICC 出版局）を発表したのは早くも 1983 年のことだった。ちなみに、北京で女性会議が
開催されたのは 1995 年のことである。 












「С любимыми не расставайтесь（仮題「愛する者と別れるなんて」1980）、
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 つまり、実際の war 体験のない作者は自らの生存のための struggle を「戦争」と名付けたような
のである。ある意味では、女性の struggle は war に匹敵するとも言えるのかもしれない。齊邦媛は
直接の war 体験があまりにも深刻なために、struggle に対して「戦争」と名付けることはしなかっ
た。台湾での生活の中で、struggle に見合うような事実はたくさん紹介されているが、それに対応し
て「戦争」あるいはそれに近い用語の使用はほとんど見られない。齊邦媛にとって、生存に関わる













































（1） 神戸大学シンポジウム「戦争と女性 漂泊する叙事――1940 年代中華圏における文化接触史」主催：科研
費基盤研究Ｂ「漂泊する叙事――1940 年代中華圏における文化接触史」/台湾・財団法人自由思想学術基金会
/神戸大学、2012 年 11 月 10 日～11 日開催。 



























再来――いつの日きみ帰る ある大スターの死』同、2004 など。 
（13）王禎和（1940-90）花蓮生まれ。台湾大学外国語文学科在学中に『現代文学』に参加。西洋文学の技法と郷
土文学の精神を結合させていると言われる。筆者による翻訳は代表作「鹿港から来た男」「シャングリラ」（共
に、山口守編訳『鹿港から来た男』国書刊行会、2001 所収）など。 
（14）陳思和「林白論（代序）」林白著『林白作品自選集』漓江出版社、1999 
（15）銭鴎「新時代の女性文学」関西中国女性史研究会編『中国女性史入門 女たちの今と昔』人文書院、2005。 
（16）白水紀子「セクシャル・マイノリティ」同上。 
（17）伊禮智香子「林白論・自己凝視の世界――『瓶の中の水』を読み解く」南雲智編著『中国現代女性作家群像 
人間であることを求めて』論創社、2008。 
（18）例えば、「植民地とジェンダー」のセッションでは、台湾の研究者が以下のような報告を行なった。劉霊均
（中国文化大学）「軍艦の性別――安西冬衛の戦前詩における「女」軍艦と「男」性叙事者」、陳儒修（政治大学）
「戦争における女性と『大きな物語』の崩壊」 
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